
こんにちは。すっかり春めいてまいりました、  

医療生協わたり病院の医学生通信です！ 
  
 福島の県北のあちこちで見られる“吊るし雛”は、江戸時代、

雛人形が高価だった時代に庶民に定着したものだそうです。

伊豆が発祥の地なんだとか(勿論ｳｨｷﾍﾟﾃﾞｨｱより） 

 子どもの幸せを願う飾りの種類は110あって、それぞれに意

味があるようです(゜o゜)!!その家だけでなく、親類からご近

所さんまで持ち寄って作ったというのだからまたイイ話。 

（Photo:3/1 生協いいの診療所にて) 

地域住民のみなさんと、地域住民のみなさんと、  

その家族に寄り添ったその家族に寄り添った  

プライマリ・ケアを学べるプライマリ・ケアを学べる  

臨床研修病院です。臨床研修病院です。  
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わたり病院での初期研修一年間 

感想・お問い合わせはこちらまで↓↓感想・お問い合わせはこちらまで↓↓  

 2016年卒の初期研修医TG先生の、わたり病院1年目の研修を振り返ります☆ 

１年間を振り返ってどうでしたか？ 

 基本はがっちり内科で、知識、手技、患者さんとの関わり

かたなど、多くのことを学びました。コミュニケーションが得

意な方ではなかったんですが、患者さんとの時間がじっく

りとれる環境が良かったです。最近自分すごくいいなあと

か、出来てるとこある!!って感じることもあります（笑）それ

から自分の課題を見つけることが出来ました。 
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わたり病院の研修環境はどうでしたか？ 

 皆さんは知らないことをすぐに周りに聴けますか？知らな

いということは患者さんの不利益になるので、研修医のう

ちにと思って聴く癖をつけています。指導医の先生方は、

やりたいことに対して時間をとって応えてくれます。 

ダメ出しもお願いします 

 そうですね、指導医とタッグを組んでいるわけですが、昼・

夕にコンサルトをお願いしたい時に中々捕まらないことも

ありました。（笑） 

わたり病院の研修だからこそと感じる部分は？ 

 ファーストタッチがまず自分のところにくるという

ことですかね。主治医制なので一年目から５～６人の

患者さんを受け持ちます。患者さんの訴えはまず自分

のところに来て、解決に動きます。研修医とはいえ、

休暇はとれましたか？ 

 申請した通りに取れました。最高は６連休です！急

な休みにも対応していただきました。 

ただし休みとはいえ病院からの電話はあります。(笑) 

でもこの日は絶対ムリっていう“電話NG DAY”なんか

も対応していただきました。 

夜間や休日も同じです。辛かった部分ではあります

が、鍛えられました。それから、患者さんはいろんな

病気や問題を抱えていて、それらを切り分けて診るん

じゃなくて、患者の背景も含めてベストを選択すると

いうところですかね！ 
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 デスカンファレンス開催 
   

  

 

臨床倫理4分割法を用いたデスカンファレンスが行われました。今回

は、必ずしも答えや方向性を導き出すカンファレンスではないので①

情報を共有し振り返ることで今後につなげていくこと、②他人の意見

を否定しないことをはじめに全体で確認しカンファレンスがスタート

しました。 
 

今回は、初期研修医の村井医師が指導医と共に往診に行っていた方

で、その後入院時に病棟でも受け持ち、最終的にそのまま病棟で亡く

なられた患者さんを取り上げ、主治医の研修医だけでなく、そこに関

わった医師、病棟看護師、訪問看護師、ケアマネージャー、在宅医療

室のスタッフ、ソーシャルワーカーなどが集まり、様々な視点から関わった方々が思いや当時の情報を

出し合い、それらを共有しました。 
 

患者さんご本人のことだけでなく、ご家族やペットのことなども話に挙が

りつつ、本人やご家族が当時どのような課題や思いを抱えていたのか、ス

タッフがそれらにどのように向き合ったのか、もっとこうしていればよ

かったのかもしれないというそれぞれのモヤモヤもたくさん出し合いまし

た。何か結論を出すためのカンファではありませんが、だからこそ関わっ

た方が顔を合わせじっくりと振り返ることができるよい機会となったのだ

と感じました。 

「研修医・院内スタッフへの質問、日常で起こった衝撃エピソード募集中」いただいた質問・エピソードは次回以降の医学生通信

に掲載させていただきます。応募は下記メールアドレスまでお送りください♪大学名、氏名、ペンネームもお忘れなく(^^)/ 

春休み実習 
 

 

 

春休みに入り少しずつ学生さんが実習に来てくれています。 

ありがとうございます☆まだまだ実習受け付けていますので是非ご連

絡ください。なお、実習申込みはホームページまたは、電話、メール

にて受け付けています！ 

医学部5年生  

3日間実習 
(研修医同行/外来/往診など) 

 

～感想～ 

今回紹介していただいた患者

さんで、チーム一丸となって

今後の生活を考えていかなけ

ればならない方がいた。大学

では中々実感できなかった皆

で密になって医療を行う姿勢

を感じとれた。 

臨床倫理4分割法

を用いた 


